
Ap
pl

ic
at

io
n 

Ca
rd

 | V
er

si
on

 0
1.

00

DO
CS

IS
 3

.1
 C

M
/C

M
TS
物
理
層
テ
ス
ト
の

簡
素
化

課題
DOCSIS 3.1規格は、ケーブル通信プロバイダーからの2種類の
要求に対応するために策定されました。その要求とは、高速デ
ータ転送アプリケーションに対する消費者の要求を満たす高
いデータスループットと、さまざまなアプリケーションをサポー
トする柔軟性です。これに加えて、以前のDOCSIS世代と共存し
て動作する必要があります。

DOCSIS 3.1は、これらの課題に対処するために、帯域幅を広く
し、以前のバージョンとは異なる変調技術を採用しました。ダウ
ンストリームの帯域幅は24 MHz～192 MHz、アップストリーム
の帯域幅は6.4 MHz～96 MHzです。変調方式としては、スルー
プットと設定の柔軟性を高めるために、OFDM/OFDMAを採用
しました。DOCSIS 3.1変調のパラメータの多くは変更が可能
です。例えば、サブキャリア間隔を25 kHzと50 kHzから選択す
ることができます。

巡回プレフィックスとウィンドウサイズも変更することができま
す。CMTSは、変調方式として、16QAM～4096QAM（オプショ
ンで8192QAMと16384QAM）のサポートが求められます。

CMとCMTSは、厳しい物理層のリミットを満たすために、適切
なリニアリティーおよび低ノイズなど、トランスミッターの物理
特性に厳しい要求を課すI/Q信号を実装する必要があります。
例えば、600 MHz未満で測定される192 MHzの占有帯域幅
チャネルでは、CMTSの変調エラー比(MER)が50 dBを上回る
必要があります。これは、正確なMER測定を行う必要があるた
め、CMTSだけでなくテスト機器にとっても厳しい要求です。

もう1つの例は隣接チャネル電力（ACP）で、隣接チャネルと非
隣接チャネルに信号が漏れる電力を測定します。典型的なACP
テストとは異なり、参照電力は全送信電力にわたって計算され
ません。代わりに、6 MHz幅の物理リンクチャネル（PLC）のみ
が使用され、これはチャネル内のさまざまな位置に配置されて
います。

ケーブルネットワークのテストだけでなく、DOCSIS 3.1 
CM/CMTSの開発／コンフォーマンステストでも、スペクトラム
特性に優れ、残留MERの低いハイエンドのベクトル・シグナル・
アナライザが必要です。信号構成が多い場合は、隣接チャネル
が存在していても多くの信号パラメータを自動検出し、素早く
測定できるアナライザが必要になります。

R&S®FSWシグナル・スペクトラム・アナライザ
では、ケーブルモデム(CM)／ケーブルモデム
終端システム（CMTS）に対するDOCSIS 3.1
の厳しい要件がトランスミッターで満たされて
いるかどうかを素早く簡単にテストすることが
できます。

DOCSIS 3.1 
CM/CMTS物理層
テストの簡素化

R＆S®FSW-K193：DOCSIS 3.1アップストリーム変調解析。



典型的なDOCSIS 3.1 CMTSシナリオの分析
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R&S®FSWの大型タッチスクリーンディスプレイは使いやすく、
複数の結果ウィンドウを同時に表示できます。その点でも、この
測定器はDOCSIS 3.1 CM/CMTSのテストに最適なソリューシ
ョンと言えます。

R&S®FSW-K192/-K193の主な特長
❙❙ DOCSIS 3.1パーソナリティー
❙❙ 57 dBの非常に低い残留MER
❙❙ アクティブな隣接チャネルがある場合でもMERを測定
❙❙ ＞192 MHzの復調帯域幅
❙❙ 高速なスイッチング／測定時間
❙❙ 高速デコードとBER計算
❙❙ 使いやすさ
❙❙ 主要な信号パラメータ（除外対象サブキャリア、プロファイル、
巡回プレフィックス、ロールオフ、PLCの位置など）を自動設定

参照
www.rohde-schwarz.com/technology/docsis

アプリケーションノート
DOCSIS 3.1
www.rohde-schwarz.com/appnote/7MH89

電子計測ソリューション
R&S®FSWシグナル・スペクトラム・アナライザは、DOCSIS 3.1
復調器オプションであるR&S®FSW-K192ダウンストリームおよ
びR&S®FSW-K193アップストリームを追加することにより、詳
細な解析、正確な測定、トランスミッターおよび伝送経路での
素早い障害特定に最適な測定器となります。

R&S®FSW-K192ダウンストリームDOCSIS 3.1オプションは、
除外対象サブキャリアやプロファイル、巡回プレフィックスな
どの主要な信号パラメータを自動的に設定するために、最初
にPLCを解析します。これにより、特に信号／チャネル構成の
多いテストケースでは、セットアップ時間が大幅に短縮されま
す。R&S®FSW-K192には、ビットエラーを検出できる低密度パ
リティーチェック(LDPC)デコーダーも用意され、ビット・エラー・
レート(BER)を計算することができます。

R&S®FSWでは、LDPCのデコード中でも、DOCSISのI/Q信号
を簡単に素早く測定することができます。例えば、1フレームの
MER値を500 ms未満で取得することができます。低いノイズフ
ロアで優れたスペクトラム性能を発揮し、残留MERが57 dBと
低いR&S®FSWは、正確なCMTS MERテストに理想的な測定
器です。専用のチャネルフィルターを持つため、アクティブな隣
接チャネルがある場合でも、MERを測定することができます。

2つのDOCSIS 3.1およびいくつかのデジタルTVチャンネルによるケーブルのローディング

R&S®FSW-K192：隣接チャネルをフィルタリングすることで正確な測定が可能


